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3７ 

「
能
楽
関
係
記
事
」
と
一
言
で
く
く
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
江
戸
の
藩
邸
に
老
中
等
を
招
い
て
催
し
た
能
の

会
や
、
会
津
の
城
で
の
祝
い
事
に
演
じ
ら
れ
た
能
の
記
録
な
ど
、
他
所
で
も
よ
く
見
か
け
る
形
の
資
料
も
多
い
が
、
勧
進
能
を
め
ぐ
る
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
や
能
装
束
紛
失
事
件
の
顛
末
、
老
中
田
沼
意
次
へ
能
装
束
を
贈
っ
た
話
、
緊
縮
財
政
下
に
能
役
者
を
会
津
へ
連
れ
て
下
向
し

索
引
も
付
し
た
（
何
爽
旦
。

会
津
藩
の
藩
政
資
料
一
家
世
実
紀
」
は
、
寛
永
八
年
（
］
ｓ
」
）
か
ら
文
化
三
年
（
一
睦
言
）
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
記
事
を
収
め
た
全
二
七
七

巻
の
大
部
で
あ
る
。
幸
い
家
世
実
紀
刊
本
綴
繋
委
貝
会
に
よ
る
翻
刻
・
編
集
の
活
字
本
一
会
津
藩
家
世
爽
紀
』
〈
１
兀
冊
｝
が
吉
川
弘
文
館

か
ら
発
行
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
人
名
作
品
（
二
Ⅲ
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
人
名
索
引
に
は
「
観
世
」
「
金
春
一
等
の
名
も
わ
ず
か
な
が

ら
挙
が
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
彪
大
な
資
料
の
中
に
能
楽
関
係
の
記
事
が
ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
今
ま
で
ま
と
ま
っ
た
調
査
は

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
今
回
、
科
学
研
究
澱
を
受
け
て
の
「
中
世
か
ら
近
世
・
近
代
に
い
た
る
都
市
と
能
楽
の

関
係
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」
の
一
つ
と
し
て
、
一
家
世
実
紀
』
（
活
字
本
。
以
下
「
家
世
」
と
略
称
｝
か
ら
能
楽
関
係
の
記
事
を
網
羅
的

に
拾
い
出
し
、
年
表
化
し
た
（
後
掲
衣
６
．
能
楽
の
止
演
記
鋼
に
は
具
体
的
に
曲
名
を
記
し
て
あ
る
場
合
も
多
か
っ
た
の
で
、
別
に
曲
名

『
会
津
藩
家
世
実
紀
」
能
楽
関
係
記
事
を
め
ぐ
っ
て

山
中
玲
子
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会
津
藩
に
幕
末
ま
で
続
い
た
お
抱
え
役
者
が
い
た
と
い
う
明
確
な
記
録
は
見
出
せ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
延
宝
か
ら
元
禄
頃
に
は
「
日

吉
」
姓
の
宝
生
流
の
役
者
を
召
し
抱
え
て
い
た
よ
う
だ
。
大
倉
三
忠
氏
蔵
『
四
座
先
祖
書
」
（
能
楽
研
究
所
の
写
真
に
よ
る
）
で
は
「
日
吉

椎
大
夫
」
と
い
う
人
物
に
「
保
科
筑
前
守
殿
大
夫
」
「
宝
生
将
監
弟
子
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
表
Ａ
で
も
、
数
少
な
い
能
役
者
名
の
中
に
、

日
吉
が
二
度
登
場
す
る
。
延
宝
六
年
の
謡
初
め
｛
羽
。
離
子
と
狂
言
）
は
藩
主
保
科
正
経
（
筑
前
守
）
が
会
津
在
郷
中
の
出
来
事
だ
が
、
こ
こ

に
登
場
す
る
日
吉
椎
大
夫
は
、
前
年
七
月
の
「
江
戸
よ
り
能
役
者
共
罷
下
候
…
」
（
旧
）
の
時
に
会
津
に
下
り
、
二
の
丸
に
完
成
し
た
ば
か

り
の
能
舞
台
で
数
多
く
の
能
を
舞
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
年
の
四
月
に
再
び
江
戸
へ
向
か
っ
た
藩
主
一
行
は
、
十
一
月
に
は
跡
継
ぎ
の
重

四
郎
（
正
容
）
お
目
見
え
の
能
を
江
戸
で
催
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
は
宝
生
将
監
・
宝
生
九
郎
が
出
演
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の
会
津
藩
は

宝
生
流
と
縁
が
深
か
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
日
吉
と
の
つ
な
が
り
は
、
元
禄
六
年
の
勧
進
能
を
め
ぐ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
ら
し
い
。
羽
の
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
通
達
、
果
て
は
、
江
戸
か
ら
下
っ
た
能
役
者
が
謡
の
稽
古
を
し
て
い
る
の
を
町
の
チ
ン
ピ
ラ
が
離
し
立
て
て
け
し
か

ら
ん
と
い
う
よ
う
な
話
ま
で
、
実
に
多
種
多
様
な
記
事
が
集
め
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
個
々
の
記
事
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の
資

料
と
の
照
合
に
よ
る
詳
細
な
吟
味
が
必
要
だ
ろ
う
が
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
そ
こ
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
い
く
つ
か
気
づ
い
た
点
を
述

べ
る
に
留
め
、
と
り
あ
え
ず
今
後
の
作
業
の
土
台
と
す
る
べ
く
、
拾
い
出
し
た
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
し
た
い
。

【
役
者
】処
、
此
義
人
御
耳
御
首
尾
合
不
宜
、
弥
右
衛
門
ハ
御
暇
被
下
候
処
、
其
借
金
之
蛎
二
付
、
他
所
金
主
梅
軒
方
江
致
催
促
彼
足
六
ヶ
敷

義
有
之
、
梅
軒
ハ
御
叱
被
仰
出
候
上
、
梅
軒
義
其
金
子
之
内
自
己
致
返
済
、
或
自
分
之
借
金
二
致
替
、
又
ハ
御
家
中
之
者
へ
加
判
を

頼
彼
是
致
し
、
潮
借
金
之
事
し
つ
ま
り
候
…
、

…
然
処
大
石
梅
軒
義
猿
楽
日
吉
弥
右
衛
門
と
申
合
勧
進
能
致
興
行
、
其
入
用
ニ
他
所
よ
り
真
太
之
金
子
を
借
出
、
梅
軒
へ
致
加
判
候
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専
門
の
能
役
者
に
舞
わ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
小
姓
な
ど
家
中
の
者
に
芸
を
習
わ
せ
て
相
手
を
さ
せ
て
い
た
よ
う
だ
。
但
し
、
人
別
帳
な

ど
に
能
役
者
と
思
わ
れ
る
人
物
が
見
あ
た
ら
ず
、
ま
た
番
組
類
も
資
料
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
に
ど
ん
な
人
物
が
誰
に

習
っ
て
そ
う
し
た
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
判
ら
な
い
。
表
Ｂ
か
ら
は
、
会
津
藩
で
は
狂
言
を
愛
好
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
家
臣

こ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
た
め
、
小
姓
頭
だ
っ
た
岡
田
又
右
衛
門
が
処
分
さ
れ
た
と
い
う
話
が
中
心
の
記
事
だ
が
、
傍
線
部
に
明
記
さ
れ
る

よ
う
に
、
莫
大
な
借
金
を
し
て
勧
進
能
を
催
し
た
日
吉
弥
右
術
門
は
暇
を
出
さ
れ
て
お
り
、
以
後
、
少
な
く
と
も
『
家
世
」
の
記
事
中
に

は
日
吉
の
名
も
宝
生
の
名
も
驚
場
し
な
い
。
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
入
れ
替
わ
り
の
よ
う
に
、
表
Ａ
で
は
享
保
二
十
年
に
金
春
八
左
衛
門
の
名

が
登
場
し
（
石
）
、
そ
の
後
も
別
・
川
・
川
に
金
春
の
名
が
見
え
る
。
安
永
元
年
四
月
の
記
事
（
Ⅲ
）
は
、
こ
の
年
の
一
一
一
月
に
あ
っ
た
大
火
で

江
戸
の
上
屋
敷
が
焼
失
し
た
た
め
の
、
緊
縮
財
政
の
一
環
だ
が
、
「
御
内
証
御
差
支
一
一
付
、
新
規
之
廉
々
被
相
止
」
と
い
う
長
文
の
記
事

の
中
に
「
御
下
向
之
節
、
御
出
入
之
川
人
、
会
津
へ
被
差
下
候
儀
、
能
役
者
今
春
平
五
郎
・
岡
川
七
右
術
門
、
会
津
へ
被
差
下
候
儀
、
江

戸
ヨ
リ
他
所
職
人
会
津
へ
被
差
下
候
儀
、
三
ケ
条
道
中
諸
渡
り
方
等
不
少
御
賢
二
侯
間
、
我
相
止
可
然
」
と
あ
り
、
逆
に
こ
れ
以
前
は
、

江
戸
か
ら
会
津
へ
の
下
向
に
際
し
て
こ
の
二
人
（
岡
田
七
石
衛
門
は
鷺
流
の
役
者
）
を
連
れ
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
後
、
こ
の
時

の
措
置
が
旧
に
復
し
た
と
い
う
記
事
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
会
津
藩
と
金
春
と
の
関
係
は
幕
末
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
、
一
．
忠
恭
様
｛
第

八
代
滞
化
容
赦
）
御
年
譜
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

仰
付
、
江
戸
表
へ
御
登
城
後
、
役
者
中
村
平
蔵
・
金
春
孝
次
郎
・
中
村
平
三
郎
杯
、
追
々
御
相
手
二
被
成
召
、
笹
原
源
之
助
杯
へ
も

御
尋
有
之
、
傍
大
小
鼓
等
迄
も
被
遊
候
。
…
（
中
略
）
…
凡
而
技
芸
之
御
好
ハ
過
れ
ハ
不
宜
も
の
と
思
召
候
哉
、
御
好
被
遊
候
て
も
、

程
を
御
越
し
不
被
遊
候
。
諸
滞
之
中
ニ
ハ
月
能
・
月
離
子
等
、
御
催
被
成
候
御
方
も
有
之
哉
二
相
聞
候
処
、
御
終
身
御
能
仰
付
候
儀

１
１
ｌ
 

仰
付
、

ハ
一
度
も
無
之
候
。

乱
舞
謡
等
ハ
御
幼
年
よ
り
被
為
好
、
大
町
通
御
住
居
二
被
為
入
候
中
ハ
、
御
附
ヶ
人
之
中
二
而
、
金
春
流
相
学
候
者
へ
御
相
手
被
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た
ち
が
能
の
嚥
子
と
狂
言
を
両
方
演
じ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
役
割
分
担
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
の
事
情
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

０
 
４
 

が
、
わ
ず
か
な
が
ら
判
明
し
た
こ
と
も
あ
る
。
石
の
記
事
に
出
て
く
る
征
原
源
之
助
は
、
代
々
そ
の
よ
う
な
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

天
明
の
頃
の
先
祖
も
、
召
し
出
さ
れ
て
能
や
離
子
を
演
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
諸
士
系
譜
」
（
会
津
市
立
図
啓
館
蔵
二
笹
原
氏
」
の

「
二
代
源
之
助
忠
順
（
明
和
八
卯
年
五
月
Ⅱ
Ⅱ
挺
生
こ
の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
ｃ

天
明
四
辰
年
月
不
詳
貝
昭
様
御
相
手
被
仰
付
侯
．
〆
右
一
一
付
、
時
々
反
物
丼
御
目
録
等
被
下
紐
、
御
相
手
被
仰
付
る
。
以
前
よ
り

懸
彰
院
様
（
正
容
の
子
、
容
章
…
引
用
者
注
一
江
茂
度
々
被
為
召
、
御
能
・
御
難
子
之
毎
度
罷
出
、
相
勤
侯
事

ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
確
か
な
資
料
で
は
な
い
が
、
随
筆
類
の
中
に
も
家
臣
に
能
や
謡
の
上
手
が
い
た
こ
と
を
示
す
逸
話
は
い
く
つ
か
見
受
け

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
会
津
干
城
伝
』
（
「
統
会
沖
商
科
騰
凸
所
収
）
の
「
木
村
弥
平
次
「
｜
の
項
に
は
、

戸
枝
作
左
衛
門
と
云
者
、
紙
に
て
装
束
を
椿
ひ
能
を
教
へ
け
る
、
折
節
、
道
成
寺
の
能
を
し
け
れ
ば
、

紙
子
き
て
川
へ
は
い
る
か
道
成
寺
あ
す
か
河
原
の
四
十
八
ま
ひ

徳
翁
様
御
聴
遊
ば
し
、
弥
平
治
は
狂
歌
ば
か
り
で
な
く
謡
な
ど
も
達
し
け
り
、
道
成
寺
の
能
に
澗
姫
が
四
十
八
の
乱
拍
子
と
云
ふ
伝

あ
り
、
道
成
寺
の
石
垣
階
は
し
四
十
八
階
有
り
と
な
ん
、
是
に
も
叶
へ
り
と
御
感
あ
り
き
。

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
救
っ
て
い
る
。
戸
枝
作
左
衛
門
は
、
｜
謝
士
系
譜
」
に
「
初
作
十
郎
。
又
弥
大
夫
、
隠
居
後
巾
作
、
寛
文
四
辰
年

四
月
誕
生
」
と
あ
る
「
作
左
衛
門
為
季
」
が
、
徳
翁
丁
正
容
）
と
時
代
的
に
合
う
よ
う
だ
。
能
を
他
人
に
教
え
ら
れ
る
く
ら
い
の
人
物
で
、

し
か
も
〈
道
成
寺
〉
を
舞
え
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
を
見
て
狂
歌
を
詠
ん
だ
木
村
弥
平
次
も
、
正
容
が
感
嘆
し
た
よ
う
に
、
能
の
習

い
に
粉
通
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
記
事
を
ど
こ
ま
で
信
用
す
る
か
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
少
し
時
代
を
遡
る
寛
文
九
年
の

「
家
腎
祝
儀
老
中
招
請
雌
子
」
（
７
）
の
際
、

御
酒
二
篇
返
り
、
御
離
子
、
高
砂
・
芭
蕉
・
祝
言
猩
々
被
仰
付
、
雅
楽
頭
様
御
杯
、
殿
様
へ
被
進
、
殿
様
よ
り
残
御
老
中
様
・
若
御

Hosei University Repository



４１『会津藩家lU:文`iU」能楽|lU係i;２１{をめぐって

一
つ
Ⅱ
は
、
元
文
四
年
の
『

う
叩
件
を
起
こ
し
た
よ
う
で
、

会
津
藩
の
場
合
、
他
の
大
名
家
の
よ
う
に
所
蔵
の
面
装
束
が
記
録
さ
れ
残
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
「
家
世
壽
一
の
記
事
か
ら
ご
く
わ

ず
か
な
が
ら
分
か
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

一
つ
Ⅱ
は
、
元
文
四
年
の
記
事
（
妬
）
で
あ
る
。
常
詰
御
次
番
の
佐
治
十
兵
衛
と
い
う
男
が
「
御
預
ヶ
之
書
物
井
御
能
装
束
紛
失
」
と
い

老
中
様
方
井
御
相
伴
衆
与
御
杯
珊
被
成
、
雅
楽
頭
様
御
杯
三
郎
兵
術
・
主
計
・
茂
石
衛
門
・
三
左
衛
門
・
勘
十
郎
・
平
左
術
円
・
五

郎
兵
術
・
左
近
・
西
郷
頼
母
・
小
原
五
郎
右
衛
門
・
日
向
三
郎
右
衛
門
・
戸
枝
彦
五
郎
・
大
原
左
近
右
衛
門
・
円
城
寺
彦
九
郎
上

瀬
伝
兵
術
・
坂
部
金
大
夫
・
田
中
加
兵
衛
・
川
手
郷
左
衛
門
・
山
崎
左
助
・
奥
平
縫
殿
助
・
永
田
藤
兵
衛
・
小
森
八
郎
兵
術
・
木
村

弥
平
拾
・
刈
部
権
左
衛
門
・
白
井
六
左
衛
門
・
成
田
源
兵
衛
・
小
野
田
助
之
進
已
上
二
十
七
人
へ
被
下
…
、

と
、
雛
子
の
直
後
に
雅
楽
頭
か
ら
盃
を
頂
戴
し
た
の
中
に
は
、
木
村
弥
平
次
、
戸
枝
彦
五
郎
と
い
っ
た
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
表
Ａ
を
見

る
と
、
（
外
深
）
茂
右
衛
門
、
〈
友
桜
）
勘
十
郎
、
西
郷
頼
母
、
｛
柳
瀬
）
三
左
衛
門
等
の
邸
へ
藩
主
が
冊
向
き
、
そ
こ
で
能
の
会
を
催
し
て
い

る
紀
馴
も
多
い
。
こ
こ
に
名
の
挙
が
っ
て
い
る
近
阪
た
ち
が
、
様
々
な
機
会
に
謡
や
鋒
を
減
じ
て
い
た
可
能
性
は
商
い
だ
ろ
う
。

と
あ
っ
た
後
、
上
屋
敷
で
確
認
が
と
れ
た
能
装
束
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
活
字
本
の
句
読
点
の
打
ち
方
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
部
分
が
あ

る
の
で
、
句
読
点
は
改
め
て
打
ち
直
し
て
左
に
掲
げ
る
ｃ
な
お
、
当
該
部
分
は
会
津
市
立
図
書
館
蔵
の
底
本
も
確
か
め
た
が
「
黒
う
と

ん
」
の
部
分
な
ど
、
文
字
造
い
等
に
関
し
て
誤
植
は
な
く
、
底
本
通
り
で
あ
る
。

［
装
束
］改
候
由
…

六
月
末
虫
干
之
節
、
芝
御
蔵
二
打
介
候
御
能
装
束
机
改
候
糾
封
、
過
半
ｆ
御
臆
救
二
有
と
Ⅲ
二
而
御
帳
獅
引
合
不
机
済
、
度
々
及
対

談
候
得
共
、
展
夜
不
得
隙
相
勤
候
間
及
延
引
候
由
一
一
而
、
漸
八
月
廿
九
日
九
月
八
日
両
度
へ
、
上
御
屋
敬
二
有
之
分
於
上
御
屋
赦
相
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4２ 

先
に
も
触
れ
た
が
、
延
宝
五
年
八
月
に
は
会
津
若
松
城
三
の
九
に
能
舞
台
が
完
成
し
、
舞
台
披
の
能
が
催
さ
れ
た
。
同
月
六
日
の
記
事

何
）
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
許
さ
れ
ど
の
場
所
か
ら
能
を
「
拝
見
」
し
、
警
護
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
等
、
詳
し
い
内
容
が
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
適
宜
ま
と
め
て
左
に
掲
げ
る
〈
警
備
の
記
事
を
ま
と
め
た
の
で
実
際
の
記
事
の
順
と
多
少
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
）
。

と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
「
長
絹
（
川
の
布
地
か
）
と
緋
大
口
」
を
贈
っ
た
よ
う
だ
が
、
手
持
ち
の
能
而
を
贈
る
こ
と
も
考
感
し

て
い
た
ら
し
く
、
金
百
両
の
代
わ
り
に
老
中
に
贈
呈
で
き
る
レ
ベ
ル
の
能
装
束
や
能
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

二
の
丸
舞
台
披
の
能
興
行
］

縫
箔
二
つ
、
萌
黄
地
貝
尽
し
・
ぬ
ひ
は
く
浅
黄
青
海
波
。

唐
織
袷
三
つ
、
赤
地
桔
梗
荻
蝶
・
萌
黄
白
段
々
替
楕
垣
夕
顔
・
紅
白
段
々
替
楕
垣
藤
。

半
切
一
、
天
地
金
入
杜
丹
折
技
。

花
帽
子
一
。
白
袷
二
つ
、
有
之
。

も
う
一
つ
は
天
明
元
年
十
月
九
日
の
記
事
で
、
老
中
の
松
平
純
満
（
右
京
火
夫
様
）
と
田
沼
意
次
（
主
殿
顕
様
）
へ
三
百
両
胸
る
べ
き
と
こ

ろ
、
財
政
逼
迫
の
折
か
ら
適
わ
ぬ
の
で
、
二
百
両
と
、
不
足
分
は
何
か
贈
り
物
を
し
よ
う
と
吟
味
す
る
中
に

絹
地
緋
之
大
口
被
遣

之
内
而
杯
可
嵐
山
、
（
略
｝
雄
迄
彼
是
一
一
頼
之
御
礼
二
、
右
京
大
夫
様
ヘ
ハ
鉢
械
松
へ
茶
宇
紬
十
巻
、
捌
剛
酬
捌
引
川
剛
鯛
剛
劉
刺
倒

…
且
主
殿
頭
様
へ
も
御
模
様
次
第
被
過
方
無
之
候
而
ハ
相
成
間
救
処
、

熨繍
斗珍
目振
袷袖

厚
板
唐
織
二
つ
、
黒
う
と
ん
鶴
菱
の
紋
か
ら
・
白
地
亀
甲
松
竹
鶴
織
紋
。

紺
色
一
つ
。

つ
○ 

能
を
至
而
御
好
之
旧
一
一
候
間
、
能
装
束
之
類
、
又
ハ
御
有
合
Ｉ
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●
稗
術

●
能
を
観
る
場
所

＊
閥
胸
門
胸
囲
一
一
夜
廻
同
心
弐
人
・
足
軽
小
頭
共
六
人
為
立
番
罷
出
、
町
人
共
此
口
を
為
致
川
人
。

＊
草
履
取
者
御
門
外
二
差
遣
闇
剛
Ⅲ
鬮
御
圃
共
増
番
申
付
。

＊
御
国
側
圃
之
規
式
、
…
侍
衆
刀
持
計
同
隅
隅
囮
一
一
残
置
、
其
外
又
者
之
分
不
残
閃
胴
掴
へ
造
。

＊
詞
巍
馴
剛
皿
一
一
夜
廻
同
心
壱
人
。

＊
園
御
門
画
へ
足
軽
小
頭
共
一
一
十
一
人
、
夜
廻
同
心
弐
人
。

＊
函
圃
倒
Ｈ
Ｍ
剛
川
臼
凹
画
へ
足
軽
小
頭
共
十
六
人
。

＊ 

＊
町
人
共
居
候
、
而
隔
關
剛
四
画
一
一
夜
廻
同
心
弐
人
・
町
同
心
小
頭
弐
人
。
何
れ
も
上
下
着
。

＊
開
旧
闘
隅
隅
図
Ⅲ
一
一
夜
廻
同
心
弐
人
上
下
着
用
交
々
罷
出
。

二
、
う
す
へ
り
を
蝋
。

＊
御
小
性
組
壱
人
つ
共

＊
御
歩
行
弐
人
つ
、
上
壬

＊
町
医
師
・
検
断
・
名
主
・
諸
職
人
、
以
前
二
御
目
見
不
罷
出
分
、
父
子
共
二
於
白
砂
拝
見
被
仰
付
、

＊
加
判
之
者
共
始
、
北
原
円
敬
・
北
原
采
女
、
御
側
、
其
外
御
近
習
独
礼
之
父
子
、
組
頭
井
無
役
田
中
加
兵
衛
、
猪
苗
代
御
城
代
日
向

半
之
丞
、
物
頭
符
合
組
無
役
渡
部
久
右
術
門
、
柵
王
寺
八
弥
父
子
、
遠
山
道
幽
・
黒
河
内
愈
哲
・
川
手
郷
左
術
門
、
閃
謝
腿
へ
髄

出
・

鯛

離
合
之
後
よ
り
御
茶
屋
迄
之
剛

っ
、
交
ル
ノ
ー
相
詰
、
、
、
四
凶
峨
四
四
回
一
一
。

秘
上
下
着
用
、
胴
脳
固
山
薄
縁
を
敷
相
誌
。

二
、
夜
廻
同
心
弐
人
、
足
職
小
頭
共
二
十
五
人
。

依
而
一
小
書
院
西
北
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1４ 

●
飲
食

●
役
に
付
き
な
が
ら
能
を
観
る

＊
耐
帆
綱
閖
閥
囮
よ
り
為
致
見
物
。

＊
組
付
当
番
之
面
々
御
番
所
不
明
様
一
「
交
々
阿
胸
刷
圃
旧
制
川
幽
幽
二
而
為
致
見
物
。

＊
村
越
円
斎
・
橋
爪
休
悦
御
用
部
屋
役
人
、
刃
謝
鳳
判
別
Ⅶ
劉
薗
園
剣
矧
圏
剛
Ⅱ
一
一
相
詰
詰
合
、
御
歩
行
衆
坊
主
御
台
所
人
役
所
之
御

＊
一
川
Ⅵ
口
州
間
闇
間
に
山
一
一
中
間
頭
壱
人
・
杖
突
壱
人
相
諾
。

＊
大
諜
院
南
之
縁
通
へ
入
間
敷
旨
山
付
、
御
持
筒
弐
人
切
河
凶
山
一
一
交
々
相
誌
。

＊
脚
閉
園
隅
隅
脚
Ⅲ
回
凹
不
寝
番
巾
付
。

＊
前
々
小
番
衆
致
番
候
阿
陶
田
一
一
、
御
歩
行
目
付
壱
人
差
添
、
為
拝
見
罷
出
候
者
之
外
者
入
間
敷
旨
申
付

＊
甲
賀
之
者
『
閲
山
一
一
増
人
差
遣
、
同
耐
Ⅲ
刷
凶
剛
回
吻
隅
Ⅲ
図
胸
四
一
一
、
甲
賀
之
者
弐
人
差
瞳
。

＊
開
閉
側
間
倒
川
剛
剛
閉
剛
幽
其
外
狼
一
一
無
用
之
者
奥
へ
通
間
敷
旨
山
付
、
当
番
之
御
歩
行
衆
弍
人
っ
、
交
々
阿
川
剛
圏
二
机
詰
。

＊
両
川
口
圃
二
夜
廻
壱
人
、
閃
隅
隅
図
圃
二
足
軽
小
頭
共
二
十
壱
人
為
立
番
罷
出
。

＊
小
頭
者
不
残
上
下
蒜
用
罷
出
、
御
鯛
側
凶
圏
一
一
増
番
申
付
。

＊
御
歩
行
目
付
壱
人
、
阿
国
側
圃
・
翻
周
因
瞳
一
一
、
阿
關
開
園
凶
辺
井
関
園
彪
凶
・
阿
腐
間
図
幽
、
折
々
為
見
廻
。

＊
脚
間
阿
山
回
国
、
是
又
御
歩
行
目
付
兇
廻
尤
御
台
所
頭
小
川
七
郎
左
衛
門
、
御
台
所
目
付
林
郷
右
術
門
別
而
入
念
侯
様
申
付
、

御
台
子
所
へ
御
茶
齢
坊
主
壱
人
附
置

＊
田
固
鳳
閤
図
剛
圏
二
御
歩
行
目
付
一
人
Ｃ

用
不
欠
様
二
致
見
物
。
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１５「会津辮家|uソ L」能楽110係lidﾘｲをめぐって

右
術
門
及
異
見
候
二
付
、
無
拠
両
寺
之
佗
事
を
聞
入
無
事
一
一
召
仕
候
。

保
科
十
郎
右
衛
門
の
家
来
六
人
が
城
内
で
の
能
に
も
ぐ
り
込
み
見
物
し
て
い
た
の
を
見
つ
か
り
、
処
分
が
あ
り
そ
う
だ
と
の
噂
を
聞
い
て

寺
に
逃
げ
込
ん
だ
。
十
郎
右
衛
門
は
私
憤
・
私
闘
で
は
な
く
お
上
の
法
に
触
れ
る
罪
を
犯
し
た
識
だ
か
ら
と
寺
か
ら
追
放
す
る
よ
う
に
申

し
入
れ
た
が
、
寺
の
方
で
は
「
寺
中
に
逃
げ
込
ん
だ
者
を
助
け
得
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
寺
を
捨
て
て
去
る
の
が
大
法
」
と
、
自
然
居
士

の
科
白
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
引
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
世
間
の
取
り
沙
汰
も
面
倒
な
の
で
、
結
局
、
六

人
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
話
の
よ
う
だ
。
先
に
引
用
し
た
瞥
備
に
関
す
る
記
事
で
も
、
騨
備
の
合
間
に
、
欝
備
が
疎
か
に
な
ら

＊
拝
見
之
侍
衆
へ
饅
頭
・
餅
・
赤
飯
取
合
、
へ
き
二
入
、
面
々
之
前
へ
引
之
御
酒
被
下
之
。

＊
町
医
師
・
検
断
・
名
主
・
諸
職
人
者
、
大
腰
懸
二
而
赤
飯
被
下
之
。

以
上
、
非
常
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
此
後
度
々
御
能
拝
見
被
仰
付
之
」
と
あ
る
そ
の
い
つ
か
の
折
に
、
こ
う
し
た
辮
術
の
役

の
振
り
を
し
て
能
を
見
物
し
た
輩
が
い
た
ら
し
い
。
同
条
の
末
尾
に
は
、
割
り
注
の
形
で
以
下
の
よ
う
な
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

番
柳
瀬
作
之
丞
、
十
郎
右
術
門
へ
物
語
候
得
灯
鷲
キ
入
、

仕
」
旨
返
答
有
之
、
此
段
茂
右
衛
門
・
三
左
術
門
間
伝
、
両
寺
を
為
啓
候
而
者
、
世
之
取
沙
汰
甚
敷
、
御
為
却
而
不
可
然
旨
、
十
郎

仮
。
出
家
之
徒
二
候
間
、
猶
明
日
直
二
参
ｋ
、
罪
を
被
為
救
、
前
之
通
被
召
仕
候
様
侘
訴
い
た
し
、
不
相
叶
ハ
、
直
二
当
寺
啓
発
可

背
憤
計
候
、
依
而
者
御
寺
中
速
一
一
追
放
可
被
下
」
旨
申
遣
候
得
者
、
「
吾
家
之
仏
法
寺
法
二
、
寺
入
之
者
不
被
救
候
節
者
、
寺
を
啓

駆
込
候
故
、
両
寺
よ
り
使
僧
を
以
侘
致
し
、
依
而
伊
波
七
郎
右
衛
門
・
内
田
治
部
石
衛
門
両
人
相
頼
、
「
私
家
来
共
、
御
寺
中
へ
走

人
候
故
、
御
留
樋
御
断
、
過
分
之
至
一
一
峡
。
然
と
も
此
者
共
儀
、
御
能
之
節
格
を
趣
た
る
罪
、
畢
覚
上
之
御
法
度
二
障
り
、
非
私
之

此
後
御
能
之
節
、
保
科
十
郎
右
衛
門
家
来
六
人
上
下
着
用
、

一
一
稠
敷
申
付
候
処
、
無
是
非
事
二
侯
、
為
御
知
満
足
」
之
旨
致
挨
拶
、
家
来
共
相
糺
候
処
、
響
を
間
、
其
者
共
建
福
寺
・
善
竜
寺
へ

於
御
城
御
供
香
中
へ
加
り
致
見
物
候
故
、
其
座
為
払
ご
此
儀
、
御
腰
物

「
兼
而
御
能
之
節
、
何
職
家
来
と
も
不
作
法
之
旨
承
候
一
一
付
、
家
来
共
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4６ 

表
Ａ
ｌ
当
該
記
事
の
収
録
さ
れ
て
い
る
『
会
津
滞
家
世
実
紀
」
の
巻
数
と
頁
を
ｌ
で
繋
い
で
示
す
。
長
文
の
記
事
の
場
合
は
冒
頭
の

頁
を
掲
げ
る
の
を
原
則
と
し
て
い
る
。

２
年
号
・
西
暦
・
月
日
を
順
に
数
字
で
示
す
。
数
日
間
に
わ
た
る
出
来
事
を
ま
と
め
て
、
あ
る
一
日
の
記
録
の
中
に
書
き
込
ん

で
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
日
付
ご
と
に
分
け
て
別
の
項
目
に
し
て
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
頁
も
記
事
全
体
の
冒
頭
で
は

な
く
、
該
当
の
日
付
に
関
わ
る
記
事
の
始
ま
る
頁
を
掲
げ
て
あ
る
。

３
話
題
の
欄
に
は
、
記
事
の
大
ま
か
な
内
容
が
わ
か
る
よ
う
な
見
出
し
を
掲
げ
た
。
原
本
の
記
事
冒
頭
に
あ
る
見
出
し
を
そ
の

ま
ま
用
い
た
場
合
も
多
い
。

４
能
や
狂
言
等
の
催
し
で
、
演
じ
ら
れ
た
曲
目
が
記
事
中
に
あ
る
場
合
は
「
曲
目
」
の
欄
に
掲
げ
た
。
江
戸
城
で
の
催
し
な
ど
、

他
の
資
料
に
よ
り
曲
目
が
わ
か
る
も
の
も
多
く
あ
る
が
、
加
え
て
い
な
い
。
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「
家
世
実

以
上
、
一
家
世
」
の
記
事
を
表
Ａ
の
形
で
一
覧
し
た
結
果
、
自
動
的
に
見
え
て
く
る
よ
う
な
こ
と
を
、
い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
が
、
初

め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
各
記
事
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て
判
明
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
多
い
と
思
わ
れ
る
。
他
藩
の
資
料
と
つ
き
あ
わ
せ

る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
と
り
あ
え
ず
は
そ
う
し
た
作
業
の
材
料
と
し
て
、
以
下
の
二
極
の
表
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
交
代
で
能
を
見
物
せ
よ
と
の
命
令
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
元
文
二
年
に
も
「
御
能
有
之
時
、
面
々
其
役
を
相
守
り
、

狼
に
不
可
致
見
物
旨
…
」
と
い
う
通
達
が
出
て
い
る
。
右
の
六
人
も
、
「
稠
敷
申
付
」
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
上
下
蒜
用
と
い
う
、

一
種
の
変
装
ま
で
行
っ
て
能
を
見
物
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
会
津
藩
士
た
ち
に
と
っ
て
の
能
が
、
藩
主
の
命
令
で
嫌
々
見
せ
ら
れ
た

り
相
手
を
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
本
当
に
楽
し
み
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

八
凡
例
的
な
こ
と
Ｖ
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４７「会津藩家'1t実記』能楽llU係iidﾘｷﾞをめぐって

＊
本
稿
は
、
平
成
二
～
一
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
（
１
）
）
に
よ
る
研
究
「
中
世
か
ら
近
世
・
近
代
に

い
た
る
都
市
と
能
楽
の
関
係
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
閲
覧
に
つ
き
、
会
津
市
立
図
書
館
の
お
世
話
に

な
っ
た
。
ま
た
「
家
世
美
紀
」
の
能
楽
関
連
記
事
を
拾
い
出
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
作
業
に
は
田
中
亜
紀
子
氏
の
、
年
表
作
成
の
た

め
の
資
料
整
理
に
は
小
林
久
子
氏
の
協
力
を
得
た
。
併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

紀
・
一
に
記
さ
れ
て
い
る
曲
目
で
あ
る
。

５
「
備
考
」
の
欄
に
は
他
の
欄
に
記
せ
な
か
っ
た
雑
多
な
内
容
を
掲
げ
て
い
る
。
演
者
名
が
出
て
い
る
場
合
は
こ
こ
に
掲
げ
た
。

通
達
な
ど
は
こ
こ
に
記
事
本
文
の
一
部
を
引
用
し
た
。
軒
余
曲
折
の
あ
る
出
来
事
な
ど
、
「
話
題
」
と
「
備
考
」
の
欄
に
分
け

て
内
容
を
示
し
た
場
合
も
あ
る
。

表
Ｂ
ｌ
能
・
狂
言
・
一
鯛
・
離
子
・
仕
舞
等
の
上
演
形
態
別
に
、
曲
名
を
五
十
音
順
に
並
べ
て
あ
る
ｃ

２
上
演
年
月
日
は
年
号
・
西
暦
・
月
日
の
順
に
数
字
で
示
す
。
閏
九
月
の
催
し
が
あ
る
が
、
月
日
の
棚
は
通
常
の
月
と
同
じ
く

９
の
数
字
を
入
れ
、
閏
月
で
あ
る
こ
と
は
備
考
欄
に
こ
と
わ
っ
て
あ
る
。

３
催
し
の
種
類
は
最
後
に
掲
げ
た
が
、
同
日
の
催
し
の
中
で
も
場
所
を
変
え
た
場
合
や
、
特
に
あ
る
曲
が
所
望
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。
演
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
備
考
欄
に
記
し
た
。
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4８ 

表Ａ

Ⅲ 際
録’

１ 

ト

港－１F（ 年号 西Hｆ jII1 iMiIul IIIIH 備考

１ 1-453 ２ 生心ｌ 承 1６５３ ６ｌｌＩ８ｐ 
将]i[ｉｒｌｆ祝IIB

老lMljli轍子

ワ》 1-518 明I係１ Ｐ⑥ 』ａかじ１ `llj1･Ｉ、
おlb2嫌峨ＩＬ霧

Ifi瀧子

３ 1-611 万端１ 1658 ８Ⅱ19Ⅱ 
鮒礼llIi汁IIL憐

難子

４ 1-649 万治２ 1６５９ ｌｊｌ３Ｕ 謡初め

５ ２－fl】 yu丈１ 】661 lIjl281］ お澗級鮒卜し
藤子：11N砂・＃(6化・張々

舐舌

IUlllt・ＭＦ多

６ 2-65 覚文２ 】662 Iij1l3I］ 北腿采女宅１１ビ
賀茂・雑政・怯臘・船ﾂﾞ『

腿・英上・面万・老綾

【Ｉ 2-.1141 寛文９ 1669 ６)１５M 
家ｉｆ祝Wt:ビリ、

lIlill蝿子

為砂・色]1k．祝前狸々善

熊野・野澗・三傭・盛

久・祝訂氷畿？

８ 2-4161 Yu文９ 1669 61115Ⅱ 
家ff祝儀老1１１

拙;i１噸子

弓八幡｡jK北・祝諒猩々目

羽衣・ｊｌ:何.illllII

９ 2-463 寛文1０ 1670 IＩｊ３Ｕ 謡初め

1０ 2-.181 蝿文1０ 1671） O1jl27IJ ｢|】将｜iIiiiIL識

1１ 2-507 寛文10 1670 llll3H 
餌111鋲。唖子

叩け｡

1２ 2-573 ､L文1１ 1671 ９ｊｌｌ３[Ｉ 於伽城雌Tb

弼砂・〕l[」上・怯風・Ｍ１

l}1.91r櫛・'11姥・狸々。

狐iZib

1３ 2-57`Ｉ 寛文1１ 1671 ＩＣＩ]`１日 通達
iNI稲子怯仰付侯Ilf者、役ﾉLっ

ﾖIFj旦伽１１をi可致111入険。

1４ :1-162 延宝３ lIi75 O１ｌ１２Ｈ 
おＩＬ械約｣Jm1Illl

馳走liIi・ｌＩｉｉｒ

松11lx八,11.ＩＩｉｊ八三郎二伽能、

獅伝右iQr1Ⅱ1.1,1小伝ifiニイ1:前

彼(Ⅲ{iｌ

1５ 3-222 延宝秒 1675 ９Ⅱ25日
ﾉﾄﾞ深茂ｨii9iII1j

宅江llU光腿 徒幾轄
三liド型・ｉｉｉ茂・実

IMilt妃。ｌｌＸ壕・三

狸好

1６ 3-223 延宝３ 1675 lll129I;Ｉ 
友桜KllI･邸宅

江iIU光測

ii僧：問砂．ⅡI材・熊野。

紅紫妹・Ｍｌ知.[ｂ・ｳii週.

鍵老。

1７ :1-290 延宝５ 1677 lｊｌ９１１ 識初の

能：〃砂・ｉｌ:'二1.IZi風.

桜Ⅱ|・狸’1,．狂簡：1冊

枕・三人)1.伯・附子

1８ 3-:111 延宝５ 1677 ７Ⅱ８１］ 適途

fI:j§iより能役将JliI脳下肢、

耐々二iiijjlili謡之贈1!｢峡処二、

町111勝キ将ﾒｷ染i)致立IMI･懸

1コj（外不作法之uI、・・・

Hosei University Repository



｢会津藩家世実記」能楽I則係記事をめぐって4９ 

１ 
|号|… 
巻一瓦 年号 lKil杼 Ⅱ 詔組 IllU {慨考

1９ ３－３Ｍ 延宝５ 1677 Ｈノｌ(iIl

三のﾒL獅台鑓

成、御能興行

能:式三瀞･ln5砂･'Ⅱ村･蝋

北U世界･1M!)小Iﾊﾌﾞf腿･ﾘｉ

Ｉｌｌｏ狂ij:末ひろがり｡IijI

}ﾙｾﾞﾉl比奈･太nWE･腰lliI）

2０ 3-315 延宝５ 1677 Hlj21｢Ｉ 
翼のﾒL録台完

成･又御能仰付
此後度々御能lｻﾞ12波仰IｳＩ

３一刻９ 延宝５ 1677 10Ⅱ271】
#I:涙茂右財iPuI

宅伽光鰍

能:棚布刈・ハル・ﾉﾄ鯖・

櫨嵐・勤麻・井木・IEl柄忌

９， 3-332 延宝６ 1678 lｊｌ３ 識初め

2３ ３－３$２ 延宝６ 1678 lｊｉ５ 
iiⅡ座之IIH雅子.

ｌＩｉｉ百『。

'二l吉権大夫へ金I[百正夢lIi外

投打へ金百正。

Z･Ｉ 3-370 延宝６ IIi7H I1jII()Ⅱ 

ikIm郎嫌おH

兇のため御鯉

愈之脚力御招

能

慨雄.めぐら・忠I』:ｐｌｌＩ

大墹・世X((31111｣［･｣hIlljt.

遊行柳・釣狐･脚棚・犬

111伐・乱§夜：岱城・押知

烏･野1:｡不処不Ilf1･iii分｡

臓生将監.九ui3二釧子拾弐枚

ずつ｡ 

｡） 初 ３－４２５ 延宝７ lli79 IUll2211 

柳瀬三A昌衛IⅢ

御茶鑑｣二候二

１１１､御能興行

2６ ３－４２５ 延宝７ ６ １ l(Ｍｊ２８Ｉ１ 

保科1.郎右術

１１１１脚茶差上侠

二吋、御難子

被IIll付

耳イヅ】 ３－４２６ 延宝７ 1679 11ノル1Ⅱ

北脱采女佛茶

腱.上肢二付、

伽離子仰Ⅱ

⑪、９． ､３－４１４９ 延宝８ 1680 １１１(iⅡ 
xI1の調初め

を六11に延引

聡子:老腱･〕l〔川上･定家･iｕ

lH･商砂｡狂i-r:求咳がI）

2９ ３－５２３ 天fIIl １０別 ３Ⅱ23Ⅱ 

将耶両下りi御

家tf祝ＩＩＥ老IIJ

#{{;lf能

午下刻御Ｉ1t、能XmF。

:Ⅲ ３－５２５ 天机Ｉ 16111 ３ﾉl25U 

将W[ｊＩＴｿiB御

家将祝儀能(商

家雌・御誌衆

他）

iiM五ＩｉＩＦ御111、能）Li↑。

３１ 83-592 ｘＩｍ２ 1６８２ ２Ⅱ１３【］ 顛初め二

瀧子:町砂･東北･松ljWiR

HHu神･JI14｢雛i1i:末広

がＩ)・juMif･｣上IRlP【

3２ :1-621 天和２ 1682 ０Ⅱ13Ⅲ 
目liI接待。

瀧子

3３ ３－６３５ 天和２ IＩｉ８２ ７Ⅱ11Ⅱ 

MlMIl筑前守接

待｡役帝共ヘハ

腰懸駆敬二而

御料jul被下侠。

畷子：iulll・ili雛・iIIi氏

樋・[11姥･iMl伽｡征i:i：

太刀聯・IliiMf郡。

3４１ 3-631; 天椚1２ 1682 ７ｊＩＩＩⅡ jlD達
ljiII圏Ｉ付に#:}珊巡｣との隙、「噸

チハ不及【11麟成とも即無Ⅲ」
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5０ 

Ｉ 
戸l… 

= 

… 

… ｜
岬

巻一K［ 年号 IHJIlf １１日 `ilF題 HlI目 傭:巷

3５ ４－３９９ 元禄1 lIi88 ６H５Ｈ 

公方棟能排児。

少将様（正容)、

百万のliﾋﾞを減

ず◎ 

百万
｢器用二拍子茂能侯IH」の上

意を競る二

3６ ４－４０６ 元禄Ｉ 1688 ７ｌｌ２５ｐ 御城能興行

三締盟・荷砂・[11村・ＩI（

北・［1万.ル１１Ｗ・llHIn・

翼林院・紅jiｾﾞ打・乱皀狂

商：求底がI〕・人１１M川．

ろれん・柵、I｣伏・首;１コ

3７ ４－４０８ 元禄１ 1(j8８ ８月２１[１ 入部祝儀能

弓八lMi・liiI・江口．鶴．

蟻ｊｍ・束岸IiiI〒上．海｣=。

鍋八擁．徴大名．神鴫．

子溢人・米ｉｉｉ氏

3８ ４－４９０ 元tiM 1691 ２月１５日
お竹様ご蟠礼

轍子｡

3９ ４－５７９ 元禄６ 1693 11)月29日

勧進能をめぐ

るスキャンダ

ル

岡田又右衛ln1（御小姓頭)。

大石梅軒二Ⅱ吉弥右衛門（猿

楽）

4０ ４－５８．１ 元禄６ 1693 12月221］

少将１ｶK（正

存）厄fF無嚇、

御年忘能

白楽天・俊成忠Illi・采

女・IⅡiiiル教Miﾋﾞ・百万・

鉾知烏・盛久・小鍛冶・

錨通・鞍l1j天狗・養老。

靭猿，茶壷・イビチ・宗

鎧・人I適地麓・遊金・胸

突・禰宜111伏・片胆・米

市二

４１ ４－５９５ 元搬７ 1694 ５月晦Ｈ 通逮
能の際の謝品紛失ﾘﾎﾟ仲につい

て

４２ 4-597 元禄７ 1694 ７月３日

公方隙榊釈ｊｌ：

職・仕舞lギ兇。

少将徹(I:群

dI3 ４－６１６ 元禄８ 1695 ３月121J

公方械撫釈押

聡・御能拝1mA．

少将撤能

'11姥

4４ ４－６２１ 元､禄８ 1６９５ ５m１２Ⅱ 

阿部畷後邸に

て公方繩｛I:梓

拝見唇

`1５ `1-6`１０ j上離８ 1695 101110日
お元様進生祝

催能

若松・箙・iUHI・桜)１１・

塀piH神・Ｉｉｎ伽・』卜蔀．

紅葉狩・小堰・祝面言包

J~&ｉｆ・附子・人間川・柿

111{妬藤醗守・文山逮。

ﾘ|か、｝)。

4６ ４－６４１ 元械８ 1695 10月１９日
ili郷頼Iリ宅光

測嚥子冒

魁松・山姥・三拾・賎．

猩々⑪
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５１「会津滞家'1奥紀」能楽関係記M1をめぐって

’ 
憩一f（ 年号 西ｉｆ ⅡⅡ `8110 曲ロ 備巷

`1７ ､1-630 元禄８ 1695 111】晦Ⅱ

お尤嫌伽沸lIii

井新ｊｕ完成祝

儀能(HljloIl、

誕生の'1のild

ﾘiに合まｵしる）

氷室・頼政・弓八幡・柏

崎・土蜘蛛・束Ⅱ110ＯＩＩ:.

葵上・舎利・小ｆｆ・牧化

石・猩々。隠れ笠・戦人

名・唐相撲・肌不iz・茶

逝・抜殻・綴111伏・どぶ

かっちり・千切水

４１８ ５－５７ 元除1０ 1６ 21128日

称号(松Ｗｔ）

頂放祝雌遇01,

招諭咽チ

4９ ５５７ 元禄1０ 1６９７ llM2)]５１」

称3ｍ峨況催

松141m｣１１９．１W,|Ⅱ

侍Rｷﾞﾘi子

5０ ５－５７ 冗雑10 1697 
1M1２１１１５ 

1１ 

称１９.Iiinu祝儀

tj￥l4安岐露iＷｌｌ

待能

5１ ５－６８ 元禄１１） 】６ FilI9IJ 

於il:ﾉｰi戦奥粍

台能興ｉｉ、少

将様iij〔能

脚

5２ ５－７０ 元絨10 16117 ６)ｌ９Ｈ 於小ｉｔ「院剛子

5３ ５－７０ 元敵10 1６ ６１]１５日

称り･IJI醜祝11ｔ

於大iII院．少

将様仕徹IlilL

蝿ｆ：老桜・色K(・挺老

(以上三稀少将）・'11付.

海士･狂武：米山がI）

5１ ５－１３７ 元禄1２ 1６ ､l1jl3H 
於fIﾆﾉｺﾞ城脚能

拝見

5５ ５－１６７ 元徐1２ lｌｉ IVI9112H 御慰能卿ｉｆ

過I卿寺・轍i政・創城・膿

ｊＴ・船弁隈・IIJ‘(・靴HK

1l1・芦刈・熊坂・佼小ｊＷ

Ｊｎ・鮭波。八幡IiIi・腿溢

人・悪坊・{｢1錠・丈１１１

立・比庇lＸ・典・以ｌＢ

波・伯母ケilF・三人片･伯

５－２７７ 元械1４ 17(１１ ll1I281I 通避

111家・社人・ＩＸ豚・浪人・町

人・独楽将之Rn、御IIlLll又

linと筋決而取次1Ⅲ蚊fT仰11｝

5７ ５－２８３ 元禄1５ 170Ｚ ｌノ１`1日 jUD達 識初家老共ｲ《及綴城

58 ５‐３１３ うじ碑1５ １７(〕２ 11Ⅱ２１１１ 

於松iIL〕Q温`J：

(柳i)（IOjlII1)邸

将11[御能11:lＬ

５－J1８１ 宝水３ 170(； )１３１１ 

於松平災漉守

邸将ｉＩｔ御能lli

兇：依脚所瓠

仕舞＝

ｲI:舞：東北

6(} ５－．１９２ 宝Jｋ３ 17(Hｉ ｌ２ｊｌ】1日

於松１２英浪《)：

畷将iI【Ⅱ:同ｌド

兇･依伽Iili殻

{I:鉾・ii剛
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5２ 

’ 
|… 

Ｉ 
|､１ 

’
 

’
１
Ｗ
 

戸’

巻一頁 年号 ili時 '１１１ 綴胆 lMll 禰巻

(i－７ 宝永７ 1７１０ ５/11:Ｉ 
将１１[Yf~｢祝Illi

老Illllliili能

翁’三僻型

衣・祝ヨ。

lWi砂・HＭ

言『：１鉱;ａ

６２ ６－８ 宝永７ 1710 ５）ll6H 

将11[frr祝儀

老１１'ｲllil/I能夢

二腱I北

翁・三播里,弓八幡・'}１

村・江１．．１１１｣１４.祝i;i志

擬。狂前：忠比XjulL沙

'''1.茶iiMe

６３ 6－９ 宝永７ 1710 ５jll9Ⅱ 

将１１[穴~「祝IIi

老llIIlI`ｉｉ能。

三庇Ⅱ。

翁・三播里・遇慨・繭．

熊谷・逝成歩・祝iiVlI鵬

狂訂：麻生二

６－９ 氷７ 1７１０ ５月２１１１

将１１[1.[下祝I腱

老''１ｲlliIli能。

I1lilA院(１１:維

躯)椋彼為入、

祝儀能狂蘭Ｍｉ

仰liIo

(i５ 一初ワニｎ町 宝永７ 1710 lけ113Ⅱ

於i[I:ii域御

能lli兇二八文

鱗;I:h｢i。

Ii6 ６－１９７ 正徳４ １７Ｍ ５ｌＩＵ［Ｉ 

将)1[ｉＹ下祝１１ｔ

過iIjｲlliii瀧子旨

｣i1大iIr院

暉子：商砂・』I〔北・祝訂。

6７ ６－１，７ 正徳'1 171tＩ 前１１９１J

将il〔1r下祝Iiil

遇IIlliIiVI關子。

於小i１１;,院老

↓１１悦御起後

NilL子：iUIIl・將刈･llLl:iｅ

狂商。

6８ ６－２９０ 卒保Ｉ 1716 11)1.111 
将]|[正下祝儀

老lI1lll耐能

翁・三排囚・淡路・六

iii・祝揃渦jlル

ｌｉ９ 6-291 】洲ＩｉＬｌ 1７１６ l1jI7Ⅱ 

将11[ｉｒＴ祝儀

老Il1IllilⅢ能。

二腹Ⅱ。

翁・三稀H2・老俊・八

島・東北・Ｉ脆郭・祝1J金

ｷＬｃ麻生・人'1UⅡ'。

71） ６－２９１ 単保１ 1７１６ Ⅲ １０ １ 

将Tl[tr下1M侭

老｢Ｍ1,1ｶﾞ能。

罰皮1１

翁・三赫史・弓八輪・忠

庇・世礁・弧良・私憤

Ill妬・【 ･０ 

7１ 6-3,10 享保３ １７】８ Ｉｊｌ:！ 

鰯初。僻殿鞭

(】I:I|『)焔城、

杯li1甑：

リ』旬Ｉ ７－ 享保1１ 《Ｕワ・『Ｊ１ ５jI6II 
FIl腱iH:ljL雌老

8IoilIi1H畷二jＺ

難子：間砂・iI[,化・祝前。

羽衣・jHi刈・祝in･御所

割：三桧・江１．．１Ｗrら

証

7３ ７－３０２ 単健1５ 1730 OllI9Ⅱ 述皿■■Ｐ 
jf線16年５月91l江戸域での

能について
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５３１会灘瀞家･IUf爽記」能楽側係記事をめぐって

両’
｜｜ 

牒口

［ 

進一H１ ｲﾄﾞ冊 Illiﾘド 月、 I爵１ｍ IiIIEl 113秒

7`１ ７－:178 享保1６ I7ill lｌｎｌ５ｎ 

徳jIji(jl筈容)時

代の先Ｉifを港

IIjへIiiけ{1１

獅初の綴ｌＭｉ・勅仙院仙参

1,1の節のこと

7５ ８－６ 享保2０ 17:1５ ２'1必81］
初郎lllL祝IIf

i筋ＩＩｌｌ付
金存八左衛iⅡIほか

7６ II-zl3 元文】 17:Ⅱｉ i１月５Ⅱ
家特祝儀老0１１

IHiIIII叩子

弓八幡･収｣上・祝示ｉＸｊ

迄聡子H1Ⅱ！】・祝ｆｒｉｒｌｉ

砂・羽衣・祝武

イイ ８－．１３ 元文１ I７３Ｉｉ ･１月５

栄光院倣江伽

馳j進撤fごijD

H;１｢之内、識。

11】姥・ノPi刈・舷ｓ－調ｃ

ifiTi ◎ 

7８ Ｈ－４３ 元文１ 1７３６ ４ｊＩ５Ｉ:Ｉ 
係の背へのjiu

迷

｢伽藤子ｲｱ之RliMlTi4l(役々を

111守狼l)に不ii｢Ｉ辿物時･･･」

7９ ８－１３６ 元文２ 17:1７ ８月11M

竹千代嫌ilil鍵

'1:御況11t老中

Ｉ(IiMj能 能輸汀
翁・三iH:輿・巧八

IlLl上・祝前典IliloiK

聯1k゜

8０ ８－１３６ 元文２ １７:1７ 11ﾉﾘ１１Ｈ 
係の;杯へのjii

述

｢iM】iiﾋｲi之ⅡＩＦ､ini4jIi役を相守

'八狼りに不il｢数j仏物時…」

Ｓ】 ８－１３８ 元文２ １７:1７ ８月1６

竹千ｉｔ嫌脚挺

'１【lIU祝儀老中

lHiWi能

能：iji・三締聖･溺砂・欠

今・六Ｍi・強羅・祝ijr金

ＩＬＥ・狂訂：末広がi》こ

ん<わび

8２ iｌ－１３９ 元文２ 1７３７ ８月21Ⅱ

竹T･化繊御誕

{l§抑'1.鱗老`lＵ

lHiii能

能：紡・三iii史･老松。

'二l・近成寺･橋弁哩・祝

訂:ｉ】:ｉｒ：粟111口・舟渡輔

8３ ８－１４１ 元文２ 1737 ９jl21｢Ｉ 
お次繩結納接

佛嚇子

聡子：廠砂･東北・祝iRi

ｉＭ々9．

8mＩ ８－卜1.1 元文２ 1737 lOHl5IJ 

腿坂釆軒､偉翁

生111の。]､（

を倣える

｢}I[法迄筋大将受IMIニイr之処、

姿軒l不椛尋、１N濡神11F羅等二

被入御Wi、伽IllfI1彼為遇Tm法

と筋ニト1脚差支被遊御JIF多披

成御座、僻以伽後悔被恕召侯

､■■+ 
引

8５ 8-220 元文.Ｉ 1739 ６月

･iriMilll次瀞佐

iii＋』､耐、廓

iYiケ之ｉＩｉ物井

能焚蝿紛失

8川に上屋猟で碓避iiiiみの装

91[聾'二

8６ ８－２７８ 元文５ 17`10 11 

お･i卜隙(112審の

娘)納納客人

lHifl聡子

8７ ８－'112 寛保２ 】7`1２ 】0月231］

将１１(iF宗権任

嫉催祝儀老$1２

細ｉｎ能

翁･皇齢興･燭砂･羽衣･祝

愈鍵老｡狂討末広がI)二脚

跡Xil之能三拾・祝汀?ljll.｡

81； Ｂ－４Ｉ５ 寛保２ 17012 l()'1271］ 

大納汀(家拾）

元111祝１１t老$l‘

1ＭW職Yｂ

聡子：弓八幡・来北・１Ｍ

7.iﾘｷIIIlg抑跡薙之雌子

luIIl・祝簡猩々二
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5４ 

巻一J（ fi二号 西瞬 jjn illIm illIHI 備考

8９ 8-01111 蝿Ilil2 1742 ｌｌｊ１２１］ 

両MﾋﾞのｲlLMi終

了、祝IfllA脈

能。

能：三冊典･難波・人

川・初:'二I・船井座・祝訂

金札ｓｉ厩i：弧蛸・居仇。

9０ Ｂ刊7(） 典I1iL3 I7jl3 12)ｌ２０Ｈ 

丸111勝左iWlDIl、

iⅡ;戸斐のl蝋子

を上''１

上lH歌にて三球線・小リルi､

剰璃雑と併せ小鋼まで鱗I上と

IlIlさ反論。「議之1挺ハ、武家

二而当時一之芸砿来候俄二侯

11トバ、仮令斐卸奨膿聯二耐弐

三人符合謡有之辿、他之ﾕ｢陳

二ii｢成催とも不被存候」

91 8-510 延享１ l7jM ４１:l22H お常倣鮒卜し
聡子：iIM砂・〕I〔北・）i1４

狂前。
金ｲﾄﾞ太夫小鰯。

9２ ８－５１‘Ｉ 延享１ 17`1４ Jlji22B 
少将微(IjWL存

典)御H8Dll
雛子：iMⅡIル老松

9３ 11-559 延享１ 17314 I1H25H 
お友倣(ffElの

顎)興人ｵＬ

瀧子：揃砂・束;l上・祝訂

握々ｓ小郷０ 

9４ ９－９`１ 延享３ 17J1６ ９Ⅱ11m 
将唯].〔下祝鵬

老I1jl【IiIii催

三行奥・獅砂・大i1li・祝

筒呉服。伽好二耐：月宮

殿・祝汀金ｲＬ

j''弐拾輝・釧三疋・１二鋼－．輪弓

9５ ９－９８ 延享３ 17016 ９ljl6H 

将HIilrl『祝偽

伽擬鰍‘二皮

F１ 三風司
M圏曳・iliII茂・箙・楼

盤上・祝前鍵老・征

忠比j(i大Ｍ１・子.蝿

０６ ９－OＳ 延蕊３ 17.1(ｉ ９jl22[Ｉ 

将11[jYT祝Ｉｌｔ

伽振陣・三I災

Ⅱ 

三貯史・放生川・IⅡ村・

井筒・鉢木・門L･死面：

末広がり・ｲﾋﾞ子

9７ ９－３３０ 寛延３ 1750 ３１Iｌ８ｐ 

観[1t大夫(元

iit)ＩＨＩ辿能興行

二付飢UBIえ物

被1Ｆ

拠延zfI：１２月131]に上lHWk米

iujoIﾘｌｌＩｆ２年６月神Ⅲ鵬勧進

能の例を挙げて光例迎I)の援

肋を蝋いI11る。

9８ 10-7JＩ 寵Iｌｆ６ 1750 l２ｊ１１ｐ iii述 Ilii初に111仕すべきこと

9９ １０－１詞５ 笈jlf7 1757 ８Ⅱ25【１
家軒祝臓世1１，

柵ii(荊子

高砂・】〔北・祝(:ir老松ご

仰跡ｽﾄﾞ卿子：IiuIⅡ祝前

蝿４３

IOC I卜279 宝I膝1０ 1７６０ ２ljl3I］ 勅使馳)上腿

水離はセロにlMiすはｻﾞのとこ

ろ、火ﾘﾄのため延UloII１噸な

し

1０１ 10-305 ?i［勝1０ 1760 lijI7I」 御能１１１兇

火脚jiPf嫌(感111家１K)へ卸鵬披

逃御施仰付候lllI、伽兇物iir技

成貯｣:意之I;l…

1胆 10-305 !i[脈10 1760 ９)１５日
公家獺馳j上能

見物

将11〔f[下(９月２Ⅱ)の後のⅡ&

しぐ
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５５「会津瀞家世実記』能楽llU係記事をめぐって

10-309 

|… 

ｌ
 

｜
蝿
一

|亟至

ljil,｣1 

Ⅱ1１ 

｜
卜

巻一貫 年珊一 Nil篠 １ １ 諦題 Ｍ１Ⅱ１ MIj瀞

103 10-309 宝鵬1０ 1760 l1lj2 
蛾柾雅柾祝雌

老111縦ｉｉｉ能

翁・三併曳・ilXfY・羽

衣・祝]j岩ノルｉＩ絢笛l《ひ

ろがI)。三輪・IIL灘金札

(老'１１辺IHF後の祝儀）

101 10-315 宝勝1０ 1760 l11l11Il 

将11[宣下祝縦

老０１１招諭能(御

MF無能）

紡・三貯與・氷描・半

獣・祝汀揺遇。iIifi：IＩＩＬ

ﾐ。餌ｌｕ・祝甜りし１１１１

１０３ 10-316 宝府1０ 1７６０ 111122 
松任礁柾三度

I;lの振舞能

翁・三併哩・加茂・人

駒・野謝.|Ｈ１補・祝司iiM

砂。ｉＥ汀：ｿl大111.太刀

癖・ノＷⅡⅢ､蝿i=

I崎 11-327 宝研1１ 1761 zjj1【Ｉ
惣能｣出演の腿

非

火目付無111糾河Ijl功布iWl1lIが

｢慰能」」二鱗'二ついて離挺ＩｌＩ

Ｌ立てたが、能紙も１１:１Kて典

行も決まっているので蝋lil。

iii年老中拙jH能を二Mliから一．

腹に減らした節の役村のirい

分引ＩＩＬ「御先幡二迎壱幽二

舷成候iIii者、IIS々之御楓,)二

Ｍ１戒．家柔に|鞭liE」

107 10-620 Mi和３ 1766 ５Ⅱ７Ⅱ 
理磐役祝催老

『'3柵i澗離子
商砂・羽衣・祝『1。

IC； II-l77 1Ｎ和５ 1768 ２)１５Ⅱ 
二-'一兀歳祝儀

瀧子

｢七つ時分よ')夜'１１迄於'1､瀞

院御lii御嚇子lFjiL」

I的 11-:115 Ilij和７ 177(） ］ｌｌｌ５Ⅱ 
iH;定始(本来は

ｌ３Ｈ】

｢十三Ⅱ瀞仰El柄故抑OMI群も

雛被為候二付…」

Ⅱ０ 11-389 淡水１ 1772 ･IjjZ3Ⅱ 

会il1下Iiilの藤、

能役ffを逃れ

下ることり『止

上腿蛾ＩＨＩ焼後の緊縮111政簸。

今洋平五部・岡u'七右iW11W

l】Ｉ 12-197 安永９ 178(］ Ojl25Il 
錐子IAl定祝儀

小緬

金イト大夫・何平五郎・ＷＪ断

'1V。

112 12-218 天Iﾘ1１ 178］ Z１ｌ７ｌ１ 

''2将(松平恭

だ)先立而慶祝

燐

｢今Ⅱ内々iM]祝ひ被避､１１f殿繊、

…外二佐藤水勢‘能投粉九人、

彼為紹賑々蝋御祝ひｲ｢迄」

113 12-283 天Iﾘ1１ 】７i1１ lOlj【)1１
IⅡI沼窓次へ能

装蕊進上

｢主殿様へも伽棋倣次姉M(Xｌ

方無之候而ハ111戒１１１１敷綻処、

能を至而ilp好迄'''二険1ＩＩＬ能

裟束之ＩＨＩスハ御ｲiffとI｣Ｍｉ杯

ＩＩＪ江Iil…･･･:12殿像ヘハ御能渋

來縫紺地排之大にI被jm」

114 12-398 天lUI3 1783 12Ⅱ151Ⅱ 

特殿様(松平容

舵。容歳の子）

餅礼

｢従若殿棚卸府被巡upjjIIｲ『iii

御納二肘I成小iii披仰付」

115 １２－６１３ 天Iﾘ1７ l7H7 ２)］ 

顎『1ｺのｆ弟の

教fr(IIIFMiI兵

術の意見）

｢尤学11M不ｉｌｌＬ手、武111k二も疎

く相兇候潴ハ、IillMJI判之１９

乎之内雅梨・iIl(獺・鵬f蜥榊、

一隻極娘116可ｲ11成lf､…」
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5６ 

醤一『〔 年号 西殿 )IIJ 閉Rｕ IlIlIl 備考

1１６ 13-188 天【ﾘ１８ 1788 ･Iｊｌ５ 学校令状の内

に:十鯉後二至峡将ハ、弓

IIJ・〃竹・独楽・iIlIjiiI,茶之

iル聯、鵬手次輔ニイ11挙候様
…Ｉ 

１１７ I3-2l6 天Iﾘ１８ 1788 ６Ⅱ261］ 

江戸↑ＩＩＪ(抑迎

以｣Zの子弟の

学ＩＨＩ修行につ

いて

｢lil4Z)御慰ilU能綾仰付侠節、

jlnXiUNi粉も其業被仰付険IiIlｲｉ

之…」

118 13-5$10 蝿政３ 179】 10jl29H 

家CIUの避人に

料理を下きる

瀧子あI)息

噸子：弓八幡・熊野・紺

111.Ｋh.擁老・府紛・綱

劇・付祝i;↑｡

ＩＩＰ雌子之姉御ｌ11人脚』i貯之折、

IlD式方役懸l)之伽llliMD致諦

服鹸械…･･･四等以_L之老人へ

仰11Jl1i1彼下倹後、鵬小iII:院一

liiI二御難子排jZ俄仰付。

119 11-81 寛孜５ 171)３ ８jl23Ⅱ 
瀧子;I:ﾘﾑの作

法

｢北lji(IAIIll江戸へ破る召…

(手を上げるか下げるか例を

継げて鍵IﾘＩするiiii所）…又潜

炎DUll(倣御鐘子ｸﾘ塊、戎併川

lMrj卜奥二i､瓶Ilt微lMji雌、

炎lⅡH1端1111水殴ﾉﾄﾞ功』)洲:iii謬

鹸節滑;１W蛾黛之錠へ共、伽縦

水難杯之節審致遼MIii｢鱗」

0 101-]()２ Yu政５ 1793 l0jl281］ 

艦殴棚初1ＪI(リ

祝lNi聡子(Ii9小

ｉｌｉ院）

1２１ 101-】1８ 鼬政６ 179`Ｉ 1ノI28n

家01,の遇人(二

iFiを下さる

瀧子ぁIル

。

｢…催々二至迄船ilp城伽禰綾

ﾄﾞ、１１曲礼以上之者jliへ伽薦

子｝I1lU,可披仰IiI･旨披仰111……

ｵｹﾞ殿倣麻脚上下俄為薊伽'''二

iii、仰椚被下候後舵小iIf院一

IiiI伽噸子l宮ﾄﾞ見被抑(１１」

１２２ ﾙ1-589 蝿政1２ 1800 4IlI5n 

公雌の1W進Ｈ

は鋤停''二(ｆＩ:戸

表）

｢…以_上御日捕御Wi進111嗣I副

物体111刻限通I)御iIMU1l制

123 1５－１１１ 単打11 1801 ５ｊｌ９Ｈ 

公雌の柵辿１J

に負〔ｉｎうこと

(会iI1）

｢…illⅡＷｉ伽柵進1m物辨去

年iil:)旨i炎之義御時M:彼仰付、

夫年披仰ｌｌｗｉ之険を以、当会

iIt迄'1t凡而伽日摘ニハ90,11地

liW二iiiiidII鰯物致遼11K錠二侠処

...…miliiH並之IJhj六１１ヒル、

i冊【19物不静時被仰lⅡ迄」

４ ９』Ｉ 15-221 単利1２ 1802 ２ｊＩ６ｐ 
節分稔子（」ｌｊ

九Ⅱ灸のiIf1I）

｢iＭ二十人ロ御餅つき、

)1六Ⅱ賎騨御祝ひ．此夕大豆

嚇子ｲi之、今九I［I元1J迄伽祝
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５７「会津藩家１１t実iill」能楽lIU係記事をめぐって

表Ｂ
碗妬 曲目 年号 西研 月日側寺 舵しの穐類

翁

三人片lib

２W|鶚
囲

那須

不明

不明
鶉'１:：
|享保二十１７３５

1日不明・元文元１７３６

翁翁

鏑｜翁

翁

翁

翁

翁

翁

翁

翁｜翁

１１／２２ 

4/７栄光院様江御馳走

2/２８金春八左伽門地

4/１５脚杯事之内

j宝永七１７１０５/１３
◆－－－￣￣￣● 

|宝永七
一一－－

永七

保元

保元

保元

文

文二

|元文二

翁鏑

銭

鵡

翁

狂曾

狂甘

狂甘

狂甘

|鏑
◆---

盆

悪坊

朝比奈

麻生

狂芭｜麻生

狂甘麻生
－－つ

１７１０５／1６ 
q－－－－－－－－－－●－－－－ 

１７１０１５／1９ 

１７１６ 

１７１６ 

１７１６ 

１７３７ 

１１／４ 

１１／７ 

１１／９ 

８／１１ 

1７３７１８／１６ 

将Ⅲ宣下祝俄老q1lBiZ日能

家督継承祝砿老中招誼職子

初御目見祝儀

家tl靭承祝侭老中招鯖恵子

ｉ将、宜下祝俄老中招鰯能

綱正面工祝俄埜招砥能一
将軍宣下祝儀老中招鯖能

稠、宣下祝価老中招鯖能

桐、宣下祝価老中招鯖能

11ｍ宣下祝髄老中招鯖能

竹千代栂御囲生襯fBi老中祖３月能

|竹千代栂御囮生祝儀老中掴２月能

1737８/2１；竹千代把御凪史祝価老屯招211能

寛保二，１７４２１０/2３１百宗転任.家且兼任祝鮭老中招頗腱

匡｣図土一LI760．

|宝暦十

宝暦十

元禄十二

元禄十二

1廷宝石

|宝永七

,享保元

1垂ヱニ｝

狂甘｜麻生｜宝暦十

狂甘

狂Pt

狂甘

狂

粟田ロ‘元文二

１居杭

Zk」

狂甘

狂君

狂甘

狂曾

狂百

狂甘’

狂壼宝

宝五

宝六

保二

禄十二

宝六

禄元

禄八

入間111１享保元

|狂甘Ｉ孤独

|狂β’
狂苫

狂甘

狂曾

狂甘一

ＮＴ泪【

夷大隅

恵比寿大瓜

血比寿毘沙PU1

伯母ケ酒

懐中婿

｣市111ｲ長 JIlIllf － － 
‐１１口７

1760１１／1１ 

１７６０１１／２２ 

1699９/21間九月二日

I６９９ 

Ｉ６７７ 

Ｉ７ＩＯ 

:>:|…二・
5／１９’ 

1７１６１１／７’ 

1７３７８／1１ 

１７６０１１／１１ 

７７ ３７ ７６ １１ 
７ ７ ６ １ 

８－ ７｜ 脂一

２９８ ４９７ ７６６ １１１ 
８５ ８９ ６６ １Ｉ 
６ ０ ７ １ 

３ ９ ６ ０ 

家治転任兼任祝儀老中沼鯖能

|将、宣下祝砿老中招鮪能

|将軍立下祝傾老中招頗能

|御駆能

御慰能

三の丸IEI台完成能興行

将Zﾛ宣下祝臓老中招騒能

将軍宜下祝健老中招鰯能

j↑干脆獅脚艇笙遜塵空招画繼
|将取立下祝髄老中招請能

8/２１ 

1／９１ 

8/６１ 

蔦ト
7／ 

1０１０ 

１１／７ 

１２`･２２１ 

1７６０１１／２２１ 

1７４６９／Ｉ 

１７１０５／１ 

1６９９ ''21閲九月二日
1716.1-1/9１ 

１６９５１０／1０１ 

竹千代様御風主祝俄老中招Zn能

j鵬初め

三の丸同台完成能興行

、四郎様inI目見え御懇意之御方招能

両庇招kH纏了祝儀振舞能

御翅能

、四郎様i2I目見え御想念之御方招IIE

御城能興行

お元樺皿牛祝纏liE

|将、宜下祝髄老中招頚能

|少将IUL厄年無印､年忘能

|将軍宣下祝阻老中招願IIE
O----

|将軍宝下祝儀老中招厨能

｜将Ⅲ宣下祝侭老中招鯛能

~i露､}壜Ｉ二i;１１１値
｜お元祖飼生祝儀鱸
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5８ 

腰画 曲目 年月西暦月日｜⑰妻 ＲＩＬの砠価

１１／3０ 

６９３ 

６９５ 

1２ 

１１ ２０ ２３ 
狂甘｜神四 ｜元禄元’
狂甘

|狂君

狂目

狂圃一

,iH蜜

腫引

菫|製。 |元文二

鐘;蕊：
狂甘末広

僅霞
宝永七

五’

二

十

'廷宝八

狂甘末広がり天和二Ｉ
狂甘

狂包

狂甘’議驍
狂甘末広がり 屡享三

狂言節分廷宝六

狂甘千切木元祖八

|鰐::等
狂目太刀庫宝暦十

|潟
千日延辛三

茶壷

茶壷

一元j9L六

A元禄ハ

狂甘茶丑宝永七

|狂甘一曲揮一 廷宝六

狂甘府祖楓元禄ハ

廷2こ.直§iかっちり元撒JG＝

猛Zr ､飼八M１元禄元

狂甘仁王享保元

狂な餌痢天和二

狂百抜孜元禄ハ

狂甘 jil宜山伏元禄元

ＸＴ公畑TTDlO4外子士昌夫
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５９「会津滞家１１t実記』能楽１１９係ildmjをめぐって

｜粗鋼’曲目｜年号 西ＩＦＷ月日、寺 髄しの種緬

圧甘

圧甘

萩大名

萩大名

圧甘’荻大名

廷零大

元禄元

元禄八

1６７８１１／1０ 

168Ｂ 

1６９５ 

圧甘伯憂元禄十二１６９９

圧９張蛸寛保二１７４２

正目花子元祖左一

圧目花子延卒三

圧甘腹不立元柤八

圧面引かＬり

圧召

Ｉ1首

Ｉ王百

圧甘

圧甘

l王甘

■： 
,比丘jＵ

貞一丘一比

|舟遮婿 元撰伝院に馬屍』 八二十一十五八二祖和祖禄宝》禄文
脛甘｜不旦不ＨＨＩ延宝六

狂曾

U下狙ｔ

狂甘

狂甘

狂甘

狂西

|文山立

立山蓮

-|雲
不明

狂甘不明

三
|元禄十二

|完鰻ハ

３ ９ ６ １ 

６５ ４９ ７６ １１ 
｜Ｉ ５ ９ ６ 

２ ８ ６ １ 

９ ９ ６ １ 

９７５ ９７９ 旧帽一応
７ ３ ７ 

８ ７ ６ １ 

９５ ９９ ６６ 

１１１‐ 

８/２１ 

１１／3０ Ｉ 
、四郎栂仰目見jfi§l魁忽之岬方招IiE

入部祝fKl能

迩元採石M3井駈in墨uE祝儀能

9/２間九月二日御慰能

１１／２ 

１２／ ２２， 
－－◆ 

の〃』、ロニヴケヴ（叩）

１１／30 

10／1０ 

2／１３１ 

iＩ鵬
１０/IＯｌ 

,萎癌
１０／1０ 

|宜文元’’６６１９/1３

篝Zｉｌｉ
4/Z-Hl量疸lDjR･同小伝治

I/５日吉桓大夫他

5/９於小画院

5/６抑所望

両度旧駒終了祝侭擾■能

坐JｦHUt厄年熊取.年逗魅

将、宜下祝儀老中招8,能

お元槌石161弁斬逝完成祝低能

お元梯阻生祝儀能

田初め

御慰能

郷Md能

娼初め

|讓鵜:蓬:霧砺
御慰能

お元採田主祝慨能

お石椋、ｷＬ

於御城閣子

鐙⑩Ｍｌ初御出Ub走

将軍宣下祝H2老中招緕能

将、宣下祝儀１老中招Zn醜子

狂甘不明元文元’73614ﾉﾌﾞ栄光院採江御馳走理旦役祝烟老中招､I卿子

狂甘不明廷

狂甘一正Ｉ明

胚目包Ｔ婿

狂甘拘突

宜

元

卒

文

1K 

元ｉｎ左

狂目めくら矼宝六

狂甘

狂甘

狂甘

狂甘

狂甘

狂甘

小畑

小腰

八Ug地蔵

八幡ｉｎ

遮全

I米市

L元祖六

元禄十二

元禄六

元禄元

元禄六

元禄元

延裏

~￣１ 

３ ９ ６ １ 

１１ 
８３》９７９「９咽帽一帽
３８ ９８ ６６ １Ｉ 

３８ ９８ ６６ 
“ ７ 

ひ

4/２２’ 

I／ 2８ 

佃塑⑩塑坦狸汕一浬溺旧吃一Ⅱ肥一吃８｜吃７
０ １ 

間 犀一九一

＿虹221金恋大夫iii口豐

日

家督纏承祝儀老中招陥HH子

_あ鑓椛蝸｝し

お元杷lH牛視僅能

少将椋厄』藩【事.年忘能

夜

、四郎郎輝目見え御悪な之卿方招能

少穏lUl厄年録卒､年忘能一

瓢一脚一 能

少将様厄年鰍卒､年忘能

I入団祝侭腱

不明｜安永九’１７８０６'251金秤大夫･同平五郎･平右缶円’

小口１不困 [蕊

義|薑iLl
元

砥司孑＝

元禄元

壼永七

’’744111/2５ 

1６７５９/２５ 

1688７/251 
■－－-P 

１７，０１５，，３ 

￣ 

少将柵厄年傭U５，年忘能

郷城能ﾛﾛ行

お常槌如ﾁＬ

養子内定祝個

|お友掠(容貝狂)輿入れ

Ｉ井深茂右衡門宅光鷺

御bﾘﾋﾞ能興行一

|制矼穴下根燗老中掴:H蛇
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6０ 

粗鋼曲目年号 西隅月日勧考 ､iしの租妬

勺Ｉ口ごＪｊシノ
1１ 

三番旦三播曳宝永七

三番更三密図宝永七

三稀巴三誰囚｜享保元

三番史三

三掛奥

溢璽

三謎田

三働皿

三謎四

三缶、

三隷史

＝器田

＝舜図

番

香

香

番

1710５／1６ 

1７１０５／1９ 

1７１６１ 

１７１６１ 

｜元文二，737三盆四

三詮囚｜寛保二１７４２

１７４２ 三番型１瓦保ニィＩ唖

三衝奥

三瀦堕Ｉ

奥

延享

廷享三

延卒三

三溢囲三３６囚宝暦十

三蚕與.三番翌宝暦十

三番奥三番典 宝暦十

式三笹式三番睡宇蚕

仕舞東北宝永三

仕阿？、名他&

仕■？’田村

仕向？海士元禄十

仕向？老松元禄十

仕向？

仕潤？

能

能

能一一

芭蕉

饗老

其上

葵上

1葵上＿
能ｉ芦ﾒリ

能

脆

能

能

ItE 

敗盛

海土

姐通

蟻通

俎通

1／４１ 

前
'７４２ 

１７４６ 

１７４６ 

１７４６ 

１７６０ 

8/２１’ 

10/２３ 

１１／２ 

9／１１ 

9／16 

9/'2２ 

将、宣下祝阻老中招厨能

将正江下祝H1老中栢関能

翻Ⅲ石下視筋窒中胴屈蛇

-縢鰭灘顯爬
代梯抑田牛銅傾老中招鮪能

代橡御国坐視蹟老中掘田能

転任･家、狂任祝阻老中招8,能

佃19盤了祝個掘割陸一

直下祝脳老中沼崎能

宜下祝田老中招ZR能

将軍向下祝阻老中招[日能

11/２家治転任薙任祝伍老中旧Zn髭

1７６０１１／１１ 

1７６０１１／2２ 

_温巫立下祝俄老中招醸能一

＿＿将皿宜正視侭窒虫超堕堕

1677８/６三の九句台完成能､q行

１７０６９/３少将(正容）

1６９７ 

１６９７ :恥
元禄十１６９７６'151

|元禄十１６９７１６/Ｉ

９７ 

６２ 

９５ 

４６ 

|元禄十二０６９９

｜元禄六一

淡路舵一決曙一一j里13&元一

能井悶狂字蚕

能井価延享三

能 曾知F６．－－－－－聖霊三

能苦知烏元禄六

能采女元禄六

能錘林院元禄元

1６９３ 

’１６８８ 

6/１ :’ 
6／1３ 

１１／ ３０ 

少将

少侵

9/161 
－－－℃ 

：Illll 
'６７７ 

１７４６ 

１６７５ 

｣劃…二。
８/２１ 

９/２９ 

８/２１ 

Ｕ２/2２ 

１町`４

堕挫巫繋懇守邸llHFjZD蛇蛭旦

（葉I：
泣祝侭於大書院少将様仕興拝見

位祝但於大曾院少将様仕向拝見

1称号Inn祝俄於太白Ｂ型狸１塁辻旦裡２－

綱軍

伍於大智院少将様仕何拝見

儀於大書院少将様仕何拝見

能

』t亜iｎ完成祝儀IiE

重Z[ｒ祝価老中佃111能

厄年mMqL年宝能一

佃能

十郎宅光nＫ

個能

｜少将棟厄年無印．年忘能

将軍宣下祝Na老中招胴IＩＥ

１０`2７井深茂右衝門宅光HＵ

９/2２ 

９/2９ 

＿将軍宜工担侭毛虫畑８月腱一一一一

_＿友槌Hh士師宅光岡

1693１２/2２少将様厄年無H1・年忘能

1６９３１２/2２ 少将梯厄年鋪甲.年忘能

1608７/2５御概舵興行

能江口狂室舌１６７７小９思初め

能江口元禄元’１６８８Ｂ/2１八郎朔侭能
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６１「会津藩家世突紀」能楽ljU係記訓iをめぐって

種類 曲目 年号 西暦月日 １１Ｈ考ＲＲＬの種類

艫＿｣江旦一
脆江ロ

脆

能

ＮＥ 

脆

能

能

江口
や－

阻

限

簸

鰻

|霊|柵
5／16 

8/２１ 
Ｌ 

￣:鴬一十蓋'一蒜

Ｉ老瞠＿

随老松

瞳△

宝永七

延享三

瓦文二

元禄八

1６９５ 

１７１０ 

10 

５ 

1746９ 

１６６２６ 

1６９５ 

脆老松宝永七１７１０

能

能

艦

能

能

老松

老松

'1､垣

柏崎

春日服神

j5Kl呈元

元文二

元禄八

元禄八

元ｌｉｕＬ

iﾋﾞｰｰＨ城｜元禄十二

能ｊｍ茂延享三

能１，回
能

能

能

能

蛯

貿茂

賀茂

賀茂

'111印
1,6ｍ 

宝19十

寛文二

廷

確宣さ

元禄六

皇怪云一

能囚梱延室雪

宝暦十能回１日一宝暦士一

能

能

能

能

能

能

箙坂

軟風天狗

凪個

瓜塩

月宮殿

小師冶

１１ 

|護’
延享三

禄六

舵小廿元禄八

能校jlI

1７１６ 

１７３７ 

１６９５ 

１８９５ 

１６９５ 

釦一郡

、｜趣
５ ７ ６ １ 

８ ７ ６ １ 

３ ９ ６ １ 

６ １ ７ １ 

１６９３ 

１６８８ 

１１ 

1０ llilz 
5／１９ 

１１／７１ 

9/２閃九月二日

9／1６ 

将軍宣下祝儀老中招胴能

’竹千代様御阻生祝俎老中招田能

lii謡:…鴎－
お元椋挺生祝値能

能

_将、宣下祝俄老虫fBZH能

将軍宣下祝侭老中招【日能

艤伽
|;曇襲議■竹千代柘御堕牛祝織老中相２月能

_＿＿鐙丞撞璽笙択個舵

お元様署ｌｉｂ弁新道完成祝fH能

お元採胆生祝値健二

御璽能

将軍宣下祝Ｈ２老中祖SHI舵

｜将軍宣下祝照老中招餌催１１／２２ 

il；－－ 
Wi;:|…… 
１０/２７ 

１１／2２ 

９/２ 

１２／ 2２ 

7/２ 

1６７５９／ 

５ 

２５ 

1746９／１１ 

１６９３１ 

１孟「
延室宙１６７７ し

１２／ ２２ 

１１／3０ 

I／９ 

問九月二日

北原采女宅能

､井深茂疸衝門宅光堅一

、四郎様御目見え御皿直之伽方招能

少将様厄年無事､年忘臆

将Ⅲ宣下祝儀尭虫iBm能

|井深茂右ｎ門宅光鷺

皿宜王１２８３霊里招頂腱－－－

御題能

少将､H厄年nN事､年忘能

＿』御城能麺テ

井深茂右術門宅光茂

御好二而将、宣下祝優老中IB胴能

iLliiil-熱,iＦ
白Ｐ扣世豐到十司孑金詣１７１，

少将担厄年獄巫.年忘Iig

お元様署Ifi弁新道完成祝個能

l月初め

お元棟逗生祝ＩＨＩ能

井深茂右衝門宅光氏T日

家治転任兼任祝儀老中佃ｉｎ能

お元様署Mi井新ｉｎ完成祝５３鰹

お元様挺笙祝儀能

将軍宜下祝侭老中招飼能

竹千代様uU担生IRB&老中梱【日能

｜欄画面下視切老中招四能5／１９ 
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6２ 

函銅 曲目 年号 西岡 月日’ＨＢ表 ＱｒｌｍＪ■qﾖ＄ 

Jim7JjliLf 
能祝甘高砂宝暦十

能

能

能

Ii聖

能

能 口譲
能当麻

能高砂

,寛保二

I将工宣下祝艇室生佃!！I能一
能吉宗転任･家Ⅲ兼任祝fH老中旧Zn能

姥

能

`家j台D垂蕪任錘１日老SPfB凝能_＿

将軍宣下祝儀老中梱Zn能

竹千代様飼坦生祝昭老中梱鮪陥

両度招田終jTEZ2l:〔甸能

将正宜下祝伍老中梱1,能

衣治歴任兼任祝fE室中招K1i徒一

三の九挺台完成能､q行

竹千代樋句囮笙奴隅老里廻Zn能

将Ⅲ[亘]E祝憾室空招胴能

将Ⅲ宣下祝Ｈ１老中招国雌

将皿宜玉祝碩老中招H1能

井潔茂右衛門宅光阿

阻初め

ｌおえ棟石揃弁新in完1哩iＥ

７６０１１/2２将、宜下祝Ｈ１老中招鯛､旨

742１０／ 

齢
脂高砂一延宝二

随)田砂

龍 高砂 |窯

9／1６ 

/１１ 

１２/2２ 

8/6１ 

１１，/3０ 

１０/2７ 

6７５９/2９ 

8ﾌﾌ 

1６７７ 

１６８８ 

８/６， 

7/２５ 

備能

富室1冒甦寡、兼任祝儀老中１１mH、

将正立下祝儀老中梱田熊

将皿ｴｴｴ祝儀老中招日能

少将様厄年熊襲・年忘能

三の丸戸台完成能皿行

お量l且妥棚鈴亜辺塞成祝儀i脂Ｌ＿

弁深茂右伍ｉＲ宅光鷺

友挫助士1m宝光国

-11日初初め

三の丸何台完成侭興行

flnb四台世血斗与

能

能

IＩＥ 

IＩＥ 

|高砂

,高砂

|高砂

高砂一一

鱸｜高砂
能忠度

氷七

文二

保二’

延享三

享保元

能佃田元禄元

能

能

能

能

蹴筐皇士
田村

田村

元禄元

宝永七Ｉ

||:il:：_護
能盟巳｜室永状

７１０ 

７３７ 

７４２ 

７４６ 

７１６ 

5'131 

8/,．’ 
１０/2３ 

９／１１ 

１１／９ 

将正宣下祝H2老中招１日能

竹壬fib伍仰囮生iIL侭老中招胴能

百塞壁f乏揮、王任祝WQ老中掴KII能－－－

将Ⅲ宣下祝儀老中沼２月腕

_将皿宣下祝f､老EP掴Zn随一

688７/2５Ifi城鱸興行

Ilill 5／1６ 

友１１N助十郎宅光鷺

三、ユロリ倉完塵fE囲丘-－－－

御城能奥行

栂､I宜工祝儀老中招111腿

将軍宣下祝因老中招胴能

非深茂右衡Ｆｌ宅光岡

,堀画TTT弓*P田去［ｂ０忽m､■血僧
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６３１会津柵家世突iidj能楽'１４１係誕｣肌をめぐって

‘Ｈ１扇’曲目年号‘西厩｜月日伍変蛇Irn麺甑

能

IIE 

ｌｉＨ壁
iH良 |雲｜:;：

Ⅲ｡’ 

８／1６ 

|;-|葱|篝liiilLll恥と
能東岸居士元禄八’69511ﾙ301
能

ＩＩＥ 

能

能

能

能

lin成笥二

迅成寺

東北

J､北

東北

1東北

能近明寺

能

能

能

飢波

髄波

餌

能野官

|:三|鷺
|塞一|毒’

■鑿|農
lEl;i｛ぎし-|蔓llij，
RＥ羽衣寛保二１７４２

能

麗 |驚一
竺學愈一 )|聾’

1７６０ 

５,'１ 

8／２１ 

8/６ 

将、宣下祝価老中招鰯能

竹千代様似IEI生祝憾老中招8K能

お元ﾘｮﾋﾞ箸M3井斬Ⅲ完成祝阻能

北原采女宅能

将軍宜下祝偏老中招鯛能

入部祝fIl箙

お元棟箸帽井賑、完成祝田熊

-|蕊Ｉ嚢藁:癖
御城能興行

'１'７１ －■－－llii霊:躍霧饗…
￣￣￣￣￣１￣￣‐－－－ 

::|鴎:=：，::：

一二二一丁|霊:蕊nWi霊Wたて
l叩`2２１

|;>;:|優篁繍…
５／1３ 

'0'231 

将軍宣下祝HH老中招１日能

-|篝凝議ii:;卿
'1里Ｉ

1６９５１０／１０ 

噸ｌｗ１１
雁楢弁慶元文二，１
－－－－－－－－－－￣_ｒ－丘一●r－ロユ

腿Ⅲ芭蕉

鰭１鉢木

享保元

|砥宝玉

槌｜鉢木 ｜延享三’
嘘氷室元禄八

:-|鑿－|讓二
膳百万 ｣元！§i且．

臆百万元禄元

億一|颪万一

暑↑:：
脂船弁慶

脂

ｌＥ 

脂

|元

攪詮
＿亜塞二↓＿

鰯謙慶｜廷臺五
船弁理｜元織ナニ
飴弁慶ロ保二

吉宗転任･家、兼任祝儀老中招１日能

家治転任兼任祝煩老中拍麟能

お元樺幽生祝俄能

将軍宣下祝I､老中沼Zn能

z2zl-8型Ｌ－－－－－－竹ﾁ璽迩ｌＨ生j日鍵EP招鯖能
７１６１１／９： 

677１０/2７１ 

746 

695 

760 

9/2２ -|驚籠裟一
１－１１/３０’ 

'１''１|‐－ 
662６／1３ 

6８８１ 6/5.坐将(正春〉

68817'25 
693１２．２２ 

５７７８/６ 

宛§~’ O/２間九月二日

３６２６／1３１ 

5フア

３９９ 
－－－←－ 
:鵬…

7４２１11／２ 

お元様箸損井研近完成祝侭能

将亙宣下祝俄老屯招瞭能

北原采女宅能

|鰯噸憲御鱸鱒見
,御城能興行

-|議:鰯一．
コヒ原采女宅能

三の丸釘台完成能興行

御亟能

EEmFtⅡDgdLT｣幻日皀埠毎曲ひ
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6４ 

瞳麺 曲目 年号西暦 月日 働き 怖しの租砠

器Ｉ鳥一|憲二'十霊にi:|……'……－

灘|｢~蕊JL
ljuwi繋糞宅臘

｜::鴬…,…
｜魎下祝蠣電印,醜躯一

|l;賃 1鑿了
|… 

能六iii元文二

能

能

能

能

’六浦

|緬緬
`紅愛狩

延辛三

l-u鰹
1７６０ 

篇
|延宝五，67,

|騒童三’１`7５

f:毒ＴＺＩ 

|Ｉｉ澪蓑
9,'１１ 

１０/２７ 

9/2９ 

;､露…ｉ
ｉｉ霞蓬二liliDill
能 熊野狂字三１６７５９/2９

膿一」稲谷

'能IlUl貴妃

能

能

|些

夜肘曾我

養老

饗老

頼政

能峨政

能 廠生円

-’ 宝永七-－－－IZlQ延宝三｜，`7５

１５／１９ 
７－‐￣￣ 

’9,25 

葦にl誌iiDLH二
|曇繊十二'一｣“-"翅;個麺二圓一

》

め初囲

吉宗転任･家Ⅲ兼任祝個老中招頗臆

家治転任兼任祝儀老中招Zn能

腫邸mEiRln老虫招』NQtニーーー＿

竹千代栂御園生祝儀老中招鯖能

,将、宣下祝個室虫佃鯛脆一一

|栂……
，友松勘十邸宅光鷺

IdI嘘能興行

お元様圏生祝儀能

少将様厄年焦巫年忘能

井深茂右街PuI宅光風

江戸城奥同台能

将ｍｍＥｉＲ侭老虫招頗111芒＿

竹千代柧御阻生祝佃老中I召鯖能

両度招厨終了祝傾掻■能

|将軍宜示祝価老中招111能

入部祝個膝

|お亟豊鯛井麺完成祝Hqi墜
将軍宣下祝侭老中招胴能

|将皿宣下祝楓老中招１日能

竹千代様御風生祝磯老中招鋼能

｜友松勘十郎宅光頁
１１…下…里』剛轆
：井深茂右慌門宅光風

◆ 

ii0慰能

友松勘十郎宅光飼

少将様厄年係＄､年忘隆

－｜お丞撞彊絢鉾新iii完成祝儀能一
IHI慰腫

御璽腱＿
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６５「会津辮家'1t実iiu1能楽'10係記ﾘﾄﾞをめぐって

穐薊 曲目，’年号 西暦月日佃考 mlLの輯箱

能葛城 廷

能四梱廷宝六

驚|:：
能 ､R田

15781-
１６７８１ 

|鷲|鰐
j元遡１

11/10保生将監･丸郎

Ⅲ｡|爆窒縛麓.九鰯

１１W:i凛生繍醤 丸郎

、四郎様御目見型墾怠之伽方１日能且夜

、四郎様御目見え御懇室立脚方招能

－－|迩零蟻…綴`二一-－－
（、四郎様伽目見え御恩恵之御方招IiE

1,95110/１０お元様塑生祝価能

能弧良廷宝六１６７８

能

能

能

芭蕉砥字六

|ii“ 
能週行初

1選宝六

元禄ハ

1６７８ 

１６７８ 

１６９５ 

延宝六１６７８

晦干芦刈正種四

藍|劃
蝋子｜弁価
職子’廻飼

面子麹６ｺ

卿子|江。
1,王卜老ｲ2二

享保十一

元文元

寛文九

:天和ﾆﾆｰ

江政三，

|露’
硯子’老松｜元禄ハ

1７１４ 

１７２６ 

１７３６ 

1６６９ 

１６８２ 

!Ⅱ;|:筐:鯛一
'''601保生将監･丸興

3/１２少将(正容）

11/１０保生将監･九郎

’於小召院

::'－－ 
4`71栄光暁樋江御堕走

6／1５ 

7／ 

I79ulIo/29； 

Ⅲ四郎様御目見えjimMI窓之遡友招能

、四郎様御目見え御懇な之御方招能

lnU凹且』橡御目見え御恩恵之御方IB能

|…雷鱒駅梼瞳仕麺棒見
、四郎祖御目見え御懇理之IID方lB能

､将軍互工祝儀老91lBlnnU子

】､壁役祝112老中招３月噺子

家督纏承祝ｉｎ老中招鮪明子

家督祝俄老中祖IJI恵子

塩田筑前守接待

家中阻居招待咽子

M:：ｉｊ:|…｜……… Ｉ限初め

'695110''９｜西郷iii母宅光薊醗子
雌子老松延卒元１７４４

風子老松一．宝匿土二↓

HU子｜罫臼随神

迩五|質睡
嚇子洞経

175フ

|藁||鶯丁
蝋子具Iia唖子一呉服-----瓦保二一＿

》祝祝祝祝祝祝択一祝担狸一狸淫狸猩猩示瀦艀｜貯乢詩鵲舸鷺騨
嚇干

面子

嚇子

MS子

|薮氏供養

甘甘甘甘苫甘目百面々々々々々々
天

正箆四

Ｔｌ車因

;鯛`囑興…
:!:|… 

お常様妨ｷＬ

、家tq鰹承祝個老中廻騒卿子

|眠初め

理巽役祝俄老中招脳､H子

ﾌﾉ９軽田筑前守l目待

ＷＷ空
1714５/91曲名不明く於大■院

1７１４ 

享保十一１７２６

職千一祝甘一早曝十＝、1726

:÷|麗一窯
1７３６ 

１７３６ 

5/９曲名不明。於小臼院

＿_一家治丞DK1BlRu老虫1H8BmI子一一一

嘱田筑前守Iii侍

将Ⅲ宣下祝価老中招願嗣子

将軍宜下祝俄老中招頗'''千

5/６曲名不明理壁役祝個老中招韻腿干

Lij:|鱒：

元文元’’7３６，
－－～◆ 

明和三

宜政＝

寛文元

寛文九

－－１寛文九一！

|兀文一
天和二

ﾗ5丁

4,51曲名不明。 脚跡野之卿子
４/７曲名不明。

5/７曲名不明

Ｉ７９ＩｊＩＯ/291曲名不明
一一一一一一一一一一一一一一一一一

'６６１ 

１６６９ 

１６６９ 

１６７１ 

'１/281tn世･喜多一

6,51祝苫

6/１５祝甘

9/13祝百

１６８２１２/131祝曾一一一一P

理製役祝佃老中招鯖卿子

家伍継承祝侭老中招願卿千

京tf健承祝価老中個頗明子

|::鰯:鵜雰一
家中睡居招待!fU子

お石探鐇礼

家tf祝儀老中梱【H呵干

|悪::琴'…
お友l丑結鮪振待噛子

元祖八，１６９５１０/１９祝甘西四極母宅光江呵干
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